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進んで学習に取り組める環境を！！

１０月後半から、運動会、校外学習や遠足、修学旅行と、楽しい学校行事が続々と開催
され、実りの秋が深まってきました。感染対策をしながらの、次なる目標は、持久走大会
と１２月のさくら市学力調査ですね。(範囲は１１月までの学習内容です。）

ここ数年の本校の学力の傾向は
①読解力 ……ページ数の多い問題やグラフや図の入った文章の読み取りに、時間

が足りなくなり、悪戦苦闘しています。
＊普段から、音読や読書に慣れ、文章のキーワドやポイント、求められている条
件を把握できるよう練習することが大切と思われます。

②基本事項 ……国語：漢字の読み書き、文法の約束、ローマ字、主語述語修飾語
算数：計算のしかたや、小数点や最後の０の処理、分数、単位

図形の名前や書き方(コンパスや分度器の使い方）
＊範囲までの復習をまんべんなくしておくことが必要です。

③問題に対する答えの書き方……２年生からは、問題と解答用紙が別になります。問題
と答えの番号がずれないように注意しましょう。

運動会前の１週間であるにもかかわらず、生活のリズムや家庭学習の習慣づけのチャン
スととらえ、先日の新学期チェックカードに取り組んでいただき、ありがとうございまし
た。

〇ご家庭ごとに、朝起きる時刻や学習を始める時刻が、ほぼ決まっていました。
〇個人差、曜日差はありますが、「学年×１０分+１０分」の家庭学習を心がけている様
子が見られました。（それ以上にがんばっている子もいてびっくりしました。）

○朝食については、ほぼ全体が◎か○で、何らかの形で食べていました。脳の活性化や
体温上昇、集中力の持続のためにも、朝食は不可欠です。

さて、もう一度ご家庭で話題にしていただきたいこと

●学習時には、「テレビを見ながら、音楽を聴きながら」ではなく、集中して取り組め
る環境ができていますか。
●自分の部屋でユーチューブやゲームをする時間と、学習する時間、家族と団らんす
る時間は、どんな割合になっていますか。
●お子様のよいところを認めたり、ほめたりするしながら、さらによい自分になるよ
うな言葉かけで、子ども自身に気付かせたり、自信をもたせてたりしていますか。

学校では、授業中によく分からなかったことや、間違えたところ、もっと調べたいこと
などを、（宿題のほかに時間が余ったら）自主学習として復習中心に取り組むことを勧め
ています。できれば、ドリル等は、自分や家の人が丸付けをし、その場で正しいやり方を
理解できるといいと思います。問題が解ければ、自信になります。

自主学習ノートについて

○ 自主主学習は、ドリルでも、市販の問題集でも、タブレットでも、漢字練習ノート
でも何でも，宿題以外に取り組んだもので、もちろんよいのです。

○ 自主主学習ノート（５ミリ方眼）にやる場合は、１教科だけでなく、いろいろな分
野にチャレンジし、後から「こんなにがんばったんだ」と、自分なりにポイントを押
さえながら作り上げた学習の足跡としての「まとめ用ノート」となるよう、おすすめ
しています。裏面に、低学年から高学年の例をのせました。友達のノートのよいとこ
ろを参考に、よし、もっとがんばるぞ！と押上っこが奮起してくれることを願ってい
ます。
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日付やめあて、ふりかえり，マスや余白を使った、読みやすい工夫などが見られます。




